






























































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 37 号（2015 年 3 月 20 日）
が欠かせない。そこから、自他ともにかけがえ
のない存在であり、互いを尊重し相手の気持ち
を深く考え、皆で気持ちよく生活していこうと
する心情が育つ。
　同様の意味で、「車椅子体験学習」「盲導犬体
験学習」「手話体験学習」「高齢者疑似体験学習」
「被災地体験学習」等は子どもたちにとって大
変貴重な学習となる。障がい者や高齢者とのふ
れあいの中で、当事者から日常生活での周囲の
人々の言動から受ける、辛い想いや悲しい想
い、悔しい想い、逆に嬉しさや喜びの声を直接
伺い、社会的弱者と言われる人々の切実な想い
を肌で感じ実感として受け止められるような指
導を、規範意識を育むために大いに取り入れる
べきである。
（2）学級経営の充実（学級集団づくり）
　学級担任である教師が、日常的にその担任す
る子どもたちに対して、全体的にあるいは個別
的にすすめているもろもろの指導や教育的配
慮、あるいはそれに伴う計画や措置、処理など
すべての営みが学級経営である。
　子どもは常に学級の集団の中に存在し、集団
とともに意識も行動も変容していくものである
ので、望ましい一人ひとりの子どもの成長を図
るためには、学級担任にとって学級という集団
の経営が欠かせないことになる。
　そこで、学級集団について考えてみたい。
人々が集まっている状態や状況をよく見ると、
いくつかの違いがあることに気付く。
　まず、たくさんの人が集まっている駅のホー
ム。ここに集まっている人々は電車に乗るとい
う同じ行動をするわけですが、ほとんどの人は
互いに顔も名前も知らず、挨拶もしません。
黙々とそれぞれ異なる目的の駅まで電車に乗る
ために集まっている人たちです。共通の目標は
ありませんし、心の交流もつながりもありませ
ん。このような人々の集まりは「群れ」とか「群
衆」と言える。
　次に、ツアー旅行とかパック旅行というもの
を考えてみたい。旅行会社が企画をして国内外
の名所旧跡などの観光スポットを巡る旅行で
す。ここに集まった人々は決められた観光地に
行くという意思を持って集まったわけですから
同じ目的を持っている。旅の途中では、挨拶を
したり名前を教え合ったり会話もするでしょう
から多少の心のつながりも生まれる。しかし、
集まった人々は皆お客様ですから役割分担はあ
りません。このような人々の集まりは「団体」
と言える
　それでは、演劇をする人たちの集まり、劇団
はどうか。演目が決まると配役が決まる。若い
人もいればベテランもいる。演技が上手な人も
いればそうでない人もいる。また、スタッフと
して照明や音響や衣装担当、大道具小道具担当
もいます。劇団員はいい芝居に仕上げようとい
う共通の目標を持っている。一人ひとりにきち
んとした役割分担があり、誰が欠けてもいい作
品は作れない。構成員相互に心の交流があり所
属意識、連帯意識もある。さらに構成員として
守るべき規律（集団としてのモラル）がある。
このような人々の集まりこそ「集団」と言える。
「集団」の条件として、一つには「共通の目標
があること」、二つには「構成員それぞれに役
割分担があること」、三つには「相互に心の交
流や所属意識、連帯意識があること」四つには
「集団としての規範意識があること」があげら
れる。小・中学校の学習指導要領の特別活動の
目標に「望ましい集団活動を通して、心身の調
和のとれた発達・・・・・」とありますが、こ
こで言う「集団」の意味はこのことを指してい
ると考える。
　次に、集団の質について考えてみたい。学級
集団づくりを進めていく時に忘れてはならない
働きが「目標達成機能」と「集団維持機能」の
二つである。「目標達成機能」とは、学級の教
育目標を達成するための働き・営みのことと言
える。それぞれの子どもが学級の一員として任
された役割を一定期間の中できちんと果たさな
くてはなりません。どこか一つでも欠けるよう
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規範意識を育む指導について
なことがあれば目標が達成できません。この機
能は、子どもたちにとっては大変厳しいもので
あり、集団の持つ厳しさと言える。
　しかし、子どもたちがすることですから、皆
が皆きちんきちんと役割を果たせるかといえ
ば、いろいろな理由でそうはいかない子どもも
出てくる。そのような時に仲間を一人も切り捨
てない働きが「集団維持機能」であり、集団と
しての優しさ・温かさと言える。
　「仲間の支えがあったからやり遂げることが
できた」という想いは、立場が逆になった場面
では支えられた側が支える側になることができ
る。「集団維持機能」が強い集団は、より質の
高い「目標達成機能」を発揮することができる。
そして質の高い達成感、充実感を共有した子ど
も同士の「集団維持機能」はさらに強くなって
いく。
　このような集団の中では、子どもたちは「私
は気軽に発言できるようになったと思う」「不
満なら不満で意見がどんどん言える」「自分の
意見を考え直すことができる」「みんなの意見
や考え方が分かり、不満を持つ人が少なくなっ
たと思う」「みんなの意見が尊重されている」
のように、本音をぶつけ合っても、人間関係が
崩れず、さらに信頼できる仲間として日常生活
の中での喜怒哀楽などを本音で語り伝え合える
ようになってくる。
　そして、構成員一人ひとりが互いの願いや希
望を理解し認め合い、互いの自己実現を目指し
て努力し合い支え合うことができるようにな
る。仲間としてつながりを強くし「仲間を誰一
人切り捨てない」という関係性の中で規範意識
がより一層育まれ高められていく。
　スタート当初には「群れ」であった学級を「集
団」へと変容させ、より質の高い「集団」へ導
いていくことが、子どもたちの規範意識を育む
ための学級担任としての大変重要な役割であ
る。
4おわりに
　現在、子どもたちは他者と関わる機会が減少
し、他者とのつながりが希薄化している。しか
も情報化の荒波に晒されますます顔の見えない
環境の中での生活を余儀なくされている。
　初めに紹介した東日本大震災・津波の被災者
たちの節度あるふるまいは、地域協同体の絆の
強さの表れであり、サッカー W杯のサポーター
の行為は、集団の一員であるという所属意識の
強い仲間としての結束のたまものである。
　だからこそ、せめて学校教育では子ども同士
のつながりを深め、仲間とともに生きる素晴ら
しさを味わい、仲間を増やし広げていく中で
「仲間の視点に立って相手の考えや感情を想像
し共感する力」や「仲間との良好な人間関係を
つくっていく力」を培っていくことが規範意識
を支える力となり、主体的に判断し、適切に行
動できる人間を育てることになると考える。
